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用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。

別記様式第五（第八条の五関係）

制限外牽引の許可申請書

　　　　　　　　●●○○年○○月○○日

長崎県公安委員会　殿

住所 ○○県○○市○○町○番○号

申請者
長 崎  太 郎氏名

申請者の免許の種
類

大型・けん引 免 許 証 番 号 ９２７８１２３４５６７８

けん引する自動車 種類 トラクタ
番号標に表示されて
いる番号

長崎１００あ１２３４
長崎９００を９９９９

けん引される車両 種類 ポールトレーラー 台 数 1

通 行 す る 道 路

け ん 引 の 全 長 ２７．０ 運 搬 品 名 新幹線レール

け ん 引 の 方 法 ポールトレーラーによるけん引

けん引の年月日時 ●●００年００月００日００時 から●●００年００月００日００時 まで

出 発 地 経 由 地 目 的 地

け ん 引 の 経 路

長崎市尾上町（長崎駅） 諫早市
大村市宮小路三丁目
（大村車両基地）

年 月 日

長崎県公安委員会

備考

国道34号
（県道○○号線、長崎市道○○線、大村市道
○○線）

制 限 外 牽 引 許 可 証

上記のとおり許可する。ただし、次の条件に従うこと。

条　件

けん

全長が２５ｍを超える場合は、けん引する自動

車の前端から後端までの長さです

（車体から貨物がはみ出してもはみ出している貨

物の長さは含みません。）

提出日又は

作成日

記載しないでください。

けん


